
診療報酬改定ＤＸの取組により新たに実現される姿（イメージ）
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受給者証の閲覧
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公費・地単公費受給者情報を登録

公費医療費助成情報の確認・取込

自治体B
各業務システム

自治体C
各業務システム

保険証機能に加えて、公費医療受給者証機能を兼ねる
（マイナ保険証兼受給者証）

閉域網

①公費・地単公費の
オンライン資格確認

計算機能

公費・地単公費マスタ・コード

公費・地単公費負担者番号

法別制度別番号

負担割合

限度額 等

法別制度別番号

公費負担者番号 利用実績

公費負担者番号 利用実績

ログ（利用実績）

計算パターン番号
計算パターン番号

計算パターン番号

地単公費の制度登録

計算要求

②地単公費適用後の患者負担金が正確に計算できる

ことにより全国どこでも地単の現物給付化が可能

②診療報酬・患者負担金の
オンライン計算プログラム

（現物給付）

計算結果はマイナポータル

経由で本人にも提供

計算結果

①公費受給者の正確な資格情報の取得
が可能

国

公費の制度登録

⇒③共通算定モジュール（標準型レセコン）は、診療報酬改定等の度に個々の医療機関等において生じるシステム改修の負荷を解消する

とともに、上記の仕組みが、全ての病院、診療所、薬局、訪問看護ステーションに普及すれば、

医療機関等またぎの高額療養費も計算できる（償還払い不要）ほか、公費・地単公費に係る紙の上限管理票を廃止（電子化）できる

共通算定モジュール

（標準型レセコン）
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